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四 国 森 林 管 理 局 技 術 普 及 課

森からのおくりもの

編集後記

今年も、師走に。この１年 ご愛読に感謝。

新春 1月21日（木）に局研究発表会を開催。

申年もよろしく。 （技術普及課一同）

いま、早生樹の

「コウヨウザン」に

コウヨウザン（コウ

ヨウザン属）が四万十森

林管理署管内（辛川山）

に植栽（昭和8年）され

ています。（コウヨウザ

ンは、昭和63年に伐採、

現在、萌芽により二代目・写真）

早生樹としてのコウヨウザンは、ここ数ヶ月、

研究機関等から問い合わせも多くなりました。

10月末には、森林総合研究所 林木育種センタ

ー等から、現地確認等の依頼があり、四万十署、

技術普及課からも調査等に案内・同行しまし

た。現地を確認された林木育種センターによる

と、調査では、胸高直径30cm超、樹高14m超

のものもあり順調に生育していて、今後の調査

等について、局署の協力を仰ぎたい旨の要請が

寄せられています。

貴重な植栽箇所であることから、今後とも局

署連携して調査等を継続する考えです。
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２７国有林野事業 業務研究発表会


